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一
　
序
　
論

　
二
〇
〇
七
年
一
月
に
行
わ
れ
た
中
国
に
よ
る
衛
星
破
壊
（Anti-Satellite: ASAT

）
実
験
は
、
大
量
の
ス
ペ
ー
ス
デ
ブ
リ
（
宇
宙
ゴ
ミ
）

の
発
生
を
引
き
起
こ
し（
1
）たと

し
て
国
際
社
会
か
ら
大
き
な
批
判
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
宇
宙
の
軍
事
利
用
が
地
上
の

軍
事
設
備
の
支
援
や
、
地
上
に
お
け
る
軍
事
作
戦
に
お
け
る
利
用
に
留
ま
ら
ず
、
他
国
の
衛
星
破
壊
に
進
出
す
る
お
そ
れ
が
現
実
化
し
た

こ
と
の
象
徴
で
あ
っ（
2
）た。

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
に
よ
り
自
国
衛
星
の
破
壊
に
成
功
し
た
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
他
国
の
衛
星
を
も
破
壊
す
る
能
力

を
有
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
安
全
保
障
上
大
き
な
脅
威
と
な（
3
）る。

　
近
年
、
中
国
に
よ
る
既
存
の
安
全
保
障
秩
序
の
変
革
の
試
み
が
際
立
っ
て
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い（
4
）る。
主
に
目
立
つ
の
は
、
南
シ
ナ

海
に
お
け
る
埋
め
立
て
や
滑
走
路
建
設
な
ど
、
海
洋
進
出
面
だ
が
、
二
〇
〇
七
年
以
降
も
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
実
験
と
見
ら
れ
る
ミ
サ
イ
ル
打
上
げ

を
続
け
て
お（
5
）り、
宇
宙
分
野
に
お
け
る
軍
拡
も
特
筆
す
べ
き
動
き
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
宇
宙
開
発
の
歴
史
は
、
一
九
五
七
年
の
ソ
連
に
よ
る
世
界
初
の
人
工
衛
星
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
の
打
上
げ
に
始
ま
り
、
以
降
米
ソ
両
国
は
冷

戦
下
で
熾
烈
な
宇
宙
開
発
競
争
を
繰
り
広
げ
て
き（
6
）た。
そ
の
後
、
通
信
や
放
送
な
ど
、
日
常
生
活
に
お
け
る
宇
宙
空
間
の
利
用
が
重
要
度

を
増
す
と
と
も
に
、
宇
宙
空
間
の
軍
事
利
用
の
あ
り
方
も
変
化
し
て
き
た
。
近
年
、
宇
宙
の
開
発
・
利
用
に
参
加
す
る
国
家
の
増
加
に
伴

い
、
宇
宙
空
間
の
安
定
を
維
持
す
る
た
め
の
軍
備
管
理
、
特
に
軍
備
競
争
の
防
止
は
国
際
社
会
に
お
い
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い（
7
）る。

そ
の
よ
う
な
国
際
情
勢
の
中
で
行
わ
れ
た
中
国
に
よ
る
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
実
験
は
、
米
国
や
日
本
を
始
め
と
し
て
英
国
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
な
ど
か
ら
も
厳
し
い
懸
念
と
批
判
が
展
開
さ
れ（
8
）た。

　
二
一
世
紀
に
入
り
、
衛
星
通
信
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
等
、
宇
宙
空
間
の
利
用
は
日
常
生
活
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
宇
宙
空
間
に
お
け
る
脅
威
、
特
に
軍
事
利
用
の
脅
威
は
、
中
国
の
行
動
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
増
大
し
て
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い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
宇
宙
空
間
に
平
和
利
用
を
永
続
的
に
維
持
す
る
観
点
に
お
い
て
、
宇
宙
空
間
に
お
け
る
軍
縮
、
軍

備
管
理
は
喫
緊
の
問
題
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
六
〇
年
間
で
形
成
さ
れ
て
き
た
既
存
の
宇
宙
の
安
全
保
障
秩
序
を
、
中
国
が
自

国
周
辺
海
域
で
行
っ
て
い
る
も
の
と
同
様
の
手
法
で
急
激
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
安
定
し
た
宇
宙
利
用
を
継
続
す
る
上
で
の
障
害
と
な

り
か
ね
な
い
。
そ
の
よ
う
な
動
き
を
規
制
す
る
べ
く
、
宇
宙
の
軍
事
利
用
に
一
定
の
法
的
制
限
を
設
け
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
宇

宙
の
長
期
的
な
安
定
利
用
に
資
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
特
に
、
前
述
の
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
実
験
の
問
題
に
着
目
す
る
。
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
の
実
験
は
、
宇
宙
開
発
黎
明
期
か
ら
行
わ
れ

て
き
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
現
代
に
お
い
て
も
未
だ
実
質
的
な
法
規
制
が
存
在
せ
ず
、
近
年
の
宇
宙
環
境
に
お
け
る
大
き
な
脅
威
の
一

つ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
宇
宙
空
間
に
お
け
る
軍
備
管
理
に
関
し
て
は
、
一
九
五
九
年
に
国
連
総
会
の
常
設
補
助
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
宇
宙
空
間
平
和
利
用

委
員
会
（Com

m
ittee on the Peaceful U

ses of O
uter Space: CO

PU
O
S

）
や
、
一
九
七
九
年
に
設
置
さ
れ
た
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
軍
縮
委
員
会

（Com
m
ittee on D

isarm
am

ent: C （
9
）

D

）
に
て
討
議
さ
れ
て
き
た
。
一
九
八
五
年
に
宇
宙
空
間
の
軍
備
競
争
防
止
（Prevention of an Arm

s 

Race in O
uter Space: PARO

S

）
の
実
質
的
討
議
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
に
お
い
て
は
、
成
果
が
期
待

さ
れ
つ
つ
も
、
条
約
等
の
策
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
ど
こ
ろ
か
、
条
約
交
渉
が
行
わ
れ
た
こ
と
す
ら
な
か
っ
た
。
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
の
議
論
に

お
け
る
難
し
さ
の
一
つ
に
は
、
宇
宙
技
術
の
汎
用
性
が
高
く
、
軍
事
利
用
と
非
軍
事
利
用
の
区
別
す
る
基
準
の
確
立
が
困
難
で
あ
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
）
10
（

る
。
そ
こ
に
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
規
制
の
難
し
さ
が
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
国
際
法
の
文
献
、
及
び
国
連
で
の
議
事
録
の
調
査
を
通
じ
て
、
一
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
問
題
が
含
有
す
る
意
味
と
宇
宙
軍
備
管

理
の
必
要
性
、
二
、
過
去
の
宇
宙
軍
備
管
理
の
議
論
の
経
緯
、
三
、
宇
宙
軍
備
管
理
条
約
に
代
わ
る
手
段
と
し
て
注
目
さ
れ
る
ソ
フ
ト

ロ
ー
の
議
論
の
三
つ
の
テ
ー
マ
に
関
し
検
討
を
行
う
。
ま
ず
、
第
二
章
に
お
い
て
、
一
を
検
証
す
べ
く
、
現
代
の
宇
宙
空
間
に
お
け
る
脅

威
を
概
観
す
る
。
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
問
題
に
関
連
す
る
デ
ブ
リ
問
題
の
観
点
、
宇
宙
兵
器
・
宇
宙
の
軍
事
化
の
観
点
か
ら
現
状
分
析
を
し
、
そ
の
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上
で
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
の
拡
散
が
、
多
様
性
を
増
す
宇
宙
空
間
利
用
の
促
進
に
、
い
か
に
脅
威
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
か
を
明
ら
か
に
す

る
。
次
に
第
三
章
で
は
、
二
に
つ
き
、
過
去
の
宇
宙
空
間
に
お
け
る
軍
縮
の
試
み
を
Ｃ
Ｄ
に
お
け
る
議
論
を
中
心
に
振
り
返
り
、
拘
束
文

書
・
条
約
に
よ
る
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
の
規
制
可
能
性
を
探
る
。
最
後
に
第
四
章
に
お
い
て
、
三
に
関
し
て
、
近
年
宇
宙
法
分
野
の
国
際
的
潮

流
と
し
て
著
し
く
存
在
感
を
増
大
さ
せ
て
い
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
よ
る
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
規
制
の
可
能
性
を
、
四
つ
の
非
拘
束
文
書
に
係
る
議

論
を
中
心
に
検
討
を
行
う
。

二
　
宇
宙
環
境
の
現
状
と
脅
威

㈠
　
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
実
験
と
デ
ブ
リ
の
増
加

　
現
代
の
宇
宙
環
境
を
総
合
的
に
考
慮
し
た
際
に
、
最
も
大
き
な
脅
威
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
も
の
に
ス
ペ
ー
ス
デ
ブ
リ
（
以
下
、
デ
ブ

リ
）
の
増
加
が
あ
る
。
運
用
中
の
宇
宙
物
体
が
軌
道
上
を
漂
流
す
る
デ
ブ
リ
と
衝
突
し
た
際
に
、
故
障
や
深
刻
な
損
傷
が
生
じ
る
可
能
性

が
非
常
に
高
く
、
問
題
視
さ
れ
て
い
）
11
（

る
。
デ
ブ
リ
問
題
が
顕
在
化
し
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
中
盤
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
主
な
原
因
は
、

故
障
や
設
計
年
数
の
超
過
に
よ
り
運
用
が
で
き
な
く
な
っ
た
衛
星
や
、
打
上
げ
時
に
生
じ
た
ロ
ケ
ッ
ト
の
本
体
の
一
部
や
部
品
が
、
軌
道

上
を
漂
う
こ
と
で
あ
）
12
（
る
。
こ
れ
ら
は
通
常
の
運
用
に
伴
う
も
の
で
、
あ
る
種
、
不
可
避
的
な
デ
ブ
リ
の
発
生
、
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、

デ
ブ
リ
発
生
の
要
因
の
う
ち
、
よ
り
大
き
な
問
題
と
な
る
の
が
、
衛
星
の
破
壊
に
よ
っ
て
無
数
の
部
品
飛
散
（
＝
デ
ブ
リ
発
生
）
を
も
た

ら
す
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
実
験
で
あ
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
七
年
の
中
国
に
よ
る
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
実
験
で
は
、
中
国
は
自
国
の
保
有
す
る
気
象
衛
星
を
、
弾
道
弾
迎
撃
ミ
サ
イ

ル
を
転
用
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
に
よ
っ
て
破
壊
し
た
と
さ
れ
て
い
）
13
（
る
。
こ
の
実
験
に
よ
り
、
極
小
の
デ
ブ
リ
ま
で
含
め
る
と
三
五
〇
〇
〇
個
以
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上
も
の
デ
ブ
リ
が
発
生
し
た
と
す
る
見
解
が
あ
）
14
（
る
。

　
中
国
に
よ
る
実
験
は
、
国
際
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
も
の
の
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
を
使
用
し
た
実
験
自
体
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら

す
で
に
米
ソ
両
国
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
）
15
（
た
。
あ
る
研
究
で
は
、
米
国
、
ソ
連
、
中
国
の
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
実
験
に
よ
り
三
カ
国
合
計
で
四
五
〇

〇
個
以
上
の
デ
ブ
リ
が
発
生
し
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
う
ち
三
三
〇
〇
個
以
上
は
、
未
だ
に
軌
道
上
を
漂
流
し
て
い
る
と
さ
れ
て

い
）
16
（

る
。
発
生
し
た
デ
ブ
リ
の
う
ち
の
七
割
は
二
〇
〇
七
年
の
中
国
に
よ
る
実
験
で
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
い
か
に
本
実
験
の
宇
宙
環
境
に

対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
も
の
だ
っ
た
か
が
う
か
が
え
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
デ
ブ
リ
の
発
生
原
因
に
は
、
そ
も
そ
も
打
上
げ
よ
っ
て
不
可
避
的
に
発
生
し
て
し
ま
う
も
の
も
あ
り
、
完
全
な
発
生

抑
制
は
困
難
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
故
意
に
デ
ブ
リ
の
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
は
、
宇
宙
空
間
で
活
動
す
る

際
の
リ
ス
ク
を
い
た
ず
ら
に
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
従
っ
て
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
の
実
験
ま
た
は
使
用
の
規
制
に
よ
っ
て
デ
ブ

リ
発
生
を
防
ぐ
こ
と
は
、
安
全
保
障
の
観
点
の
み
な
ら
ず
、
デ
ブ
リ
抑
制
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
り
、
必
要
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

㈡
　
宇
宙
の
軍
事
利
用
可
能
性
の
多
様
化

　
宇
宙
開
発
の
歴
史
は
、
冷
戦
期
に
お
け
る
米
ソ
間
の
軍
拡
競
争
に
端
を
発
し
て
い
る
。
し
か
し
、
冷
戦
終
結
後
も
、
軍
事
利
用
の
観
点

に
お
け
る
宇
宙
の
重
要
性
は
衰
え
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
増
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
宇
宙
空
間
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
米
ソ
両
国
に
よ
っ
て
、
相
互
の
偵
察
や
地
上
支
援
等
の
軍
事
的
目
的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。

宇
宙
空
間
の
軍
事
利
用
的
側
面
に
お
い
て
、
最
も
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
の
は
、
宇
宙
空
間
に
は
国
境
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

国
家
主
権
の
及
ぶ
領
空
と
は
異
な
り
、
宇
宙
空
間
の
い
か
な
る
場
所
に
お
い
て
も
国
家
（
及
び
私
人
）
の
活
動
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
点

で
あ
）
17
（

る
。
領
空
と
宇
宙
空
間
と
の
境
界
は
定
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
人
工
衛
星
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
合
法
的
に
他
国
上
空
か
ら
偵
察
が

可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
高
高
度
で
軌
道
を
周
回
す
る
と
い
う
衛
星
の
特
性
上
、
目
的
に
応
じ
て
周
回
さ
せ
る
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軌
道
を
選
択
す
れ
ば
、
地
形
や
空
気
密
度
と
い
っ
た
、
地
球
上
に
お
い
て
飛
行
物
体
が
受
け
や
す
い
影
響
を
全
く
受
け
ず
に
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
）
18
（

る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
に
着
目
し
、
米
国
は
、
偵
察
衛
星
を
打
上
げ
る
こ
と
で
、
合
法
的
に
ソ
連
の
状
況

を
監
視
し
た
り
、
条
約
の
遵
守
状
況
を
検
証
し
た
り
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
）
19
（
た
。

　
宇
宙
利
用
の
態
様
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
一
年
の
湾
岸
戦
争
以
降
で
あ
る
。
湾
岸
戦
争
に
お
い
て
多
国
籍

軍
が
展
開
し
た
「
砂
漠
の
嵐
」
作
戦
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
偵
察
、
監
視
分
野
だ
け
で
な
く
、
ミ
サ
イ
ル
警
戒
、
気
象
観
測
、
通
信
、

測
位
、
航
法
、
時
刻
同
期
と
い
っ
た
様
々
な
領
域
で
衛
星
が
活
用
さ
れ
、
約
六
〇
機
の
衛
星
が
利
用
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
）
20
（
る
。
具
体
的

に
は
、
画
像
偵
察
衛
星
や
民
生
用
の
地
球
観
測
衛
星
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
戦
果
や
ミ
サ
イ
ル
発
射
機
の
位
置
を
特
定
し
た
。
ま
た
、
冷

戦
期
に
、
ソ
連
の
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
探
知
す
る
た
め
に
開
発
・
利
用
さ
れ
た
早
期
警
戒
衛
星
を
、
湾
岸
戦
争
時
に
は
イ
ラ

ク
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
探
知
に
利
用
し
た
。
イ
ラ
ク
や
ク
ウ
ェ
ー
ト
と
い
っ
た
砂
漠
地
帯
で
地
上
部
隊
や
航
空
部
隊
を
展
開
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
位
置
情
報
が
利
用
さ
れ
、
ま
た
気
象
衛
星
に
よ
る
天
候
情
報
も
活
用
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
宇
宙
シ
ス
テ

ム
が
軍
事
作
戦
を
展
開
す
る
上
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
）
21
（

た
。
そ
の
後
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら

二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
の
米
国
に
よ
る
戦
闘
作
戦
で
、
宇
宙
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
作
戦
展
開
は
本
格
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
一
九
九
九
年
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
空
爆
に
お
い
て
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
誘
導
弾
が
導
入
さ
れ
、
天
候
の
制
約
を
受
け
ず
に
精
密
攻
撃
を
行
う
こ
と

も
可
能
に
な
っ
）
22
（
た
。
ま
た
、
衛
星
通
信
が
湾
岸
戦
争
以
上
に
多
用
さ
れ
、
八
〇
％
以
上
の
通
信
が
商
用
衛
星
を
介
し
て
行
わ
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
）
23
（

る
。
二
〇
〇
一
年
に
開
始
さ
れ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
で
は
、
無
人
航
空
機
の
本
格
投
入
に
よ
り
、
衛
星
を
介
し
た
通
信
需
要

が
著
し
く
増
大
す
る
こ
と
と
な
っ
）
24
（

た
。
二
〇
〇
三
年
以
降
の
イ
ラ
ク
戦
争
で
は
、
偵
察
衛
星
、
早
期
警
戒
衛
星
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
、
通
信
衛
星
が

最
大
限
に
活
用
さ
れ
、
湾
岸
戦
争
に
始
ま
っ
た
宇
宙
シ
ス
テ
ム
の
、
軍
事
作
戦
へ
の
組
み
込
み
の
集
大
成
と
な
っ
）
25
（
た
。

　
し
か
し
宇
宙
シ
ス
テ
ム
の
軍
事
作
戦
に
お
け
る
存
在
感
の
向
上
は
、
各
国
が
保
有
す
る
宇
宙
資
産
が
い
よ
い
よ
妨
害
や
攻
撃
の
対
象
と

し
て
の
価
値
を
有
し
始
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
イ
ラ
ク
戦
争
で
は
、
イ
ラ
ク
軍
に
よ
る
米
軍
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
信
号
へ
の
ジ
ャ
ミ
ン
グ
が
行
わ
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れ
）
26
（
た
。
米
軍
は
イ
ラ
ク
軍
が
地
上
に
有
す
る
対
宇
宙
兵
器
（
ジ
ャ
ミ
ン
グ
装
置
）
を
破
壊
す
る
こ
と
で
妨
害
を
排
除
し
た
が
、
こ
の
出
来

事
は
、
軍
事
作
戦
の
宇
宙
へ
の
依
存
に
伴
い
生
じ
る
脆
弱
性
を
露
呈
し
た
も
の
と
な
っ
）
27
（

た
。
宇
宙
空
間
に
お
け
る
戦
闘
が
生
じ
な
い
と
い

う
認
識
は
、
改
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
代
に
突
入
し
て
い
）
28
（
る
。
そ
の
よ
う
な
脅
威
の
一
つ
が
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
で
あ
り
、
そ
の
規
制
は
宇

宙
空
間
の
安
定
利
用
に
大
き
く
資
す
る
も
の
と
し
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
宇
宙
兵
器
規
制
の
議
論
の
系
譜

　
現
在
の
国
際
宇
宙
法
の
枠
組
み
と
し
て
は
、
宇
宙
五
条
）
29
（
約
が
ハ
ー
ド
ロ
ー
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
特
に
、
平
和
利
用
原
則
に
関
し
て

は
、
宇
宙
条
約
と
月
協
定
に
規
定
が
あ
る
。
宇
宙
条
約
で
は
、
四
条
で
地
球
周
回
軌
道
へ
の
核
兵
器
そ
の
他
の
大
量
破
壊
兵
器
の
設
置
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
通
常
兵
器
の
設
置
及
び
使
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
国
連
憲
章
四
二
条
、
五
一
条
の
規
定
す
る
自

衛
権
に
基
づ
く
軍
事
利
用
は
許
容
さ
れ
得
る
。
そ
し
て
、
宇
宙
空
間
の
軍
備
管
理
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
七
年
に
発
効
し
た
、
こ
の
宇
宙

条
約
が
現
在
に
至
る
ま
で
最
も
厳
格
な
法
規
範
を
形
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、
宇
宙
の
軍
備
管
理
に
関
す
る
議
論
自
体
は
、
宇
宙
条
約
の

発
効
後
も
継
続
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
で
は
、
国
連
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
宇
宙
軍
備
管
理
の
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
Ｃ
Ｄ
及
び
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
で
行
わ
れ
て
き
た
主
要
な
議
論
を
概
観
し
、
今
後
の
ハ
ー
ド
ロ
ー
に

よ
る
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
の
規
制
可
能
性
を
検
討
す
る
。

　
一
九
七
八
年
の
第
一
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
の
最
終
文
）
30
（

書
で
設
置
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
で
は
、
軍
備
管
理
の
議
論
の
一
環
と
し
て
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ

Ｓ
も
議
題
の
一
つ
と
な
っ
て
き
）
31
（
た
。
前
節
に
お
い
て
検
討
し
て
き
た
通
り
、
宇
宙
条
約
の
解
釈
に
つ
き
、
四
条
の
宇
宙
空
間
の
「
平
和
的

目
的
」
の
利
用
に
つ
い
て
は
「
非
侵
略
」
と
解
さ
れ
て
い
る
。
国
家
間
で
も
、
自
国
の
宇
宙
空
間
に
お
け
る
自
衛
権
を
守
る
と
い
う
観
点

か
ら
、「
非
軍
事
」
よ
り
も
「
非
侵
略
」
の
解
釈
の
ほ
う
が
浸
透
し
て
お
）
32
（

り
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
は
こ
の
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解
釈
は
確
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
）
33
（
る
。
事
実
、
後
述
の
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
で
の
最
初
の
報
告
）
34
（
書
で
は
、「
平
和
的

目
的
」
や
用
語
の
定
義
に
つ
い
て
の
解
釈
こ
そ
合
意
が
な
い
も
の
の
、
宇
宙
の
軍
事
利
用
に
つ
い
て
は
、
偵
察
衛
星
等
の
利
用
が
国
際
社

会
の
安
定
化
に
資
す
る
と
し
て
い
）
35
（
た
。
そ
こ
で
、
非
侵
略
、
す
な
わ
ち
宇
宙
空
間
に
通
常
兵
器
を
配
備
す
る
こ
と
は
違
法
で
は
な
い
と
い

う
立
場
で
、
い
か
な
る
兵
器
を
禁
止
す
る
べ
き
か
と
い
う
議
論
が
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
に
お
い
て
中
心
的
な
議
題
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
そ
の
中
で
も
宇
宙
空
間
の
軍
備
管
理
を
条
約
に
よ
っ
て
強
化
す
る
試
み
に
焦
点
を
当
て
る
。
一
九
八
一
年
以
降
、
各
国
は

宇
宙
空
間
へ
の
兵
器
配
備
の
禁
止
を
目
的
と
す
る
条
約
案
を
提
出
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
宇
宙
兵
器
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、

製
造
、
実
験
、
配
備
等
を
禁
止
す
る
内
容
の
も
の
（
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
）
と
、
一
定
範
疇
の
兵
器
を
禁
止
す
る
と
い
う
内
容
の
も
の
（
個

別
的
ア
プ
ロ
ー
チ
）
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
）
36
（

る
。
一
九
八
一
年
以
降
、
二
〇
世
紀
の
軍
備
管
理
条
約
案
で
、
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
っ

て
い
た
提
案
の
う
ち
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
の
よ
う
に
地
上
か
ら
宇
宙
へ
の
兵
器
の
使
用
を
禁
止
す
る
提
案
は
少
な
く
、
多
く
は
解
釈
の
幅
が

広
が
る
よ
う
な
曖
昧
な
表
現
を
用
い
た
規
定
で
あ
っ
）
37
（

た
。

　
宇
宙
条
約
の
発
効
以
降
、
最
初
に
提
出
さ
れ
た
宇
宙
軍
備
管
理
条
約
案
は
、
一
九
七
九
年
に
イ
タ
リ
ア
が
提
案
し
た
、
宇
宙
条
約
の
範

囲
を
追
加
議
定
書
の
形
で
拡
大
さ
せ
る
案
で
あ
）
38
（

る
。
本
案
で
は
、
四
条
の
「
核
兵
器
そ
の
他
の
大
量
破
壊
兵
器
」
に
限
定
さ
れ
た
禁
止
兵

器
を
、
他
国
の
衛
星
を
損
壊
、
破
壊
ま
た
は
運
用
を
妨
害
す
る
よ
う
な
、
地
上
ま
た
は
宇
宙
空
間
配
備
型
の
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
利
用
を

禁
止
す
る
（
一
条
一
項
）
と
い
う
内
容
へ
厳
格
化
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
一
方
で
、
完
全
な
る
非
軍
事
化
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な

く
、
軍
縮
合
意
の
検
証
手
段
は
安
全
保
障
の
維
持
に
欠
か
せ
な
い
と
し
て
禁
止
す
べ
き
で
な
く
、
偵
察
、
監
視
、
通
信
衛
星
の
利
用
は
認

め
る
と
い
う
内
容
も
含
ん
で
い
た
（
一
条
二
項
）。
Ｃ
Ｄ
で
の
提
案
に
先
立
ち
、
イ
タ
リ
ア
は
同
内
容
の
提
案
を
一
九
六
八
年
の
国
連

総
）
39
（

会
、
一
九
七
八
年
の
第
一
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
の
準
備
委
員
）
40
（

会
で
も
行
っ
た
。

　
一
九
八
一
年
に
は
、
ソ
連
が
「
宇
宙
空
間
へ
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
兵
器
の
配
置
の
禁
止
に
関
す
る
条
約
案
」
を
国
連
総
会
に
提
出
し
）
41
（
た
。

本
案
は
、
九
条
で
構
成
さ
れ
て
い
る
条
約
案
で
、
宇
宙
条
約
四
条
を
、
事
実
上
改
正
し
、
厳
格
化
す
る
も
の
だ
っ
た
。



宇宙空間における軍縮とソフトロー

249

　
特
筆
す
べ
き
は
三
条
で
、
宇
宙
物
体
に
対
す
る
不
干
渉
義
務
を
導
入
し
て
お
り
、
一
条
一
項
の
規
定
を
遵
守
し
て
軌
道
上
に
設
置
さ
れ

て
い
る
宇
宙
物
体
に
対
し
て
は
、
破
壊
、
損
壊
、
通
常
機
能
へ
の
干
渉
ま
た
は
軌
道
の
変
更
を
禁
止
し
て
い
る
。
こ
れ
は
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器

の
使
用
禁
止
を
想
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
）
42
（
た
。

　
四
条
で
は
、「
国
家
の
検
証
技
術
手
段
」（N

ational Technical M
eans of verification: N

TM

）
に
よ
る
検
証
を
規
定
し
、
更
に
Ｎ
Ｔ
Ｍ

不
干
渉
義
務
が
導
入
さ
れ
た
。
他
の
締
約
国
の
行
動
に
違
反
の
疑
い
を
抱
く
締
約
国
が
あ
っ
た
場
合
、
相
互
に
協
議
を
す
る
と
い
う
解
決

案
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
他
の
多
国
間
軍
縮
規
範
が
国
連
安
保
理
の
介
在
等
、
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
付
託
に
よ
る
紛
争
解

決
を
設
計
し
て
い
る
も
の
と
は
対
照
的
だ
っ
）
43
（

た
。

　
一
九
八
一
年
の
ソ
連
案
が
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
の
禁
止
を
規
定
し
た
こ
と
に
対
し
、
主
に
当
時
の
東
側
諸
国
か
ら
は
賛
同
の
意
見
表
明
が
な

さ
れ
た
。
一
方
で
西
側
諸
国
か
ら
は
、
批
判
が
相
次
い
だ
。
例
え
ば
西
ド
イ
ツ
は
、
本
案
は
更
な
る
対
衛
星
（
兵
器
）
シ
ス
テ
ム
の
開
発

と
実
験
の
動
機
と
し
て
の
道
を
固
め
る
も
の
と
い
う
旨
の
主
張
を
し
て
い
）
44
（
る
。
加
え
て
、
本
案
は
締
約
国
の
宇
宙
物
体
に
の
み
適
用
範
囲

が
及
ぶ
た
め
、「
あ
ら
ゆ
る
兵
器
を
運
ぶ
物
体
」
そ
の
も
の
の
開
発
・
利
用
等
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
、「
兵
器
」
の
定
義
が
定
め
ら
れ
て

い
な
い
た
め
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
規
制
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
批
判
も
な
さ
れ
）
45
（
た
。
こ
の
よ
う
な
批
判
に
さ
ら
さ

れ
、
一
九
八
一
年
ソ
連
案
の
改
訂
版
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
続
い
て
、
ソ
連
は
一
九
八
三
年
に
も
新
た
な
宇
宙
軍
備
管
理
条
約
案
を
国
連
総
）
46
（
会
と
Ｃ
）
47
（
Ｄ
に
提
出
し
た
（
Ｃ
Ｄ
提
出
は
一
九
八
四
年
）。

本
案
で
は
一
条
で
、
い
か
な
る
方
法
で
も
軌
道
上
、
天
体
上
、
宇
宙
空
間
に
配
置
さ
れ
た
宇
宙
物
体
を
破
壊
道
具
と
し
て
用
い
て
地
球
上
、

大
気
圏
、
宇
宙
空
間
に
お
い
て
、
武
力
の
行
使
、
ま
た
は
武
力
に
よ
る
威
嚇
を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
を
規
定
し
、
同
時
に
軌
道
上
、

天
体
上
、
ま
た
は
宇
宙
空
間
に
配
置
さ
れ
た
宇
宙
物
体
に
対
し
て
も
、
武
力
の
行
使
、
ま
た
は
武
力
に
よ
る
威
嚇
を
禁
止
す
る
こ
と
を
規

定
し
た
。
二
条
で
は
、
地
球
上
、
大
気
圏
内
、
宇
宙
空
間
内
の
物
体
を
破
壊
す
る
目
的
で
、
軌
道
上
、
天
体
上
、
ま
た
は
宇
宙
空
間
に
兵

器
を
配
置
す
る
こ
と
を
禁
止
し
（
一
項
、
二
項
）、
他
国
の
宇
宙
物
体
へ
の
干
渉
を
禁
じ
（
三
）
48
（
項
）、
新
規
の
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
開
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発
・
実
験
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
既
存
の
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
は
破
壊
す
る
こ
と
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
を
含
む
軍
事
目
的
の
実
験
に
有
人
機
を

使
用
し
な
い
こ
と
（
四
項
、
五
項
）
を
規
定
し
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｍ
に
関
し
て
は
、
五
条
で
国
連
へ
の
依
頼
や
締
約
国
間
の
協
議
委
員
会
の
設

置
・
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
。
一
九
八
一
年
案
に
お
い
て
生
じ
た
批
判
を
受
け
、
特
に
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
に
関
わ
る
規
定
は
よ
り
厳
格
に
禁

止
す
る
内
容
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
改
善
を
受
け
、
西
側
・
東
側
両
陣
営
か
ら
比
較
的
好
意
的
な
反
応
が
得
ら
れ
）
49
（
た
。
し
か
し
、
英
国

と
米
国
が
反
対
し
、
特
に
米
国
は
、
本
案
の
主
要
な
条
項
、
例
え
ば
自
衛
権
の
行
使
の
場
面
を
除
く
武
力
行
使
の
禁
止
は
、
既
存
の
法
的

枠
組
み
で
達
成
さ
れ
て
い
る
と
し
）
50
（
た
。

　
一
九
八
二
年
一
二
月
九
日
に
は
、
国
連
総
会
で
初
め
て
「
宇
宙
空
間
に
お
け
る
軍
備
競
争
の
防
止
」
と
題
さ
れ
た
決
議
が
採
択
さ
れ
）
51
（

た
。

本
決
議
で
は
、
す
べ
て
の
国
が
、
宇
宙
空
間
は
も
っ
ぱ
ら
平
和
的
利
用
目
的
に
利
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
軍
備
競
争
の
場
と
な
っ
て
は

い
け
な
い
こ
と
を
再
確
認
し
（
一
項
）、
宇
宙
空
間
に
お
け
る
軍
備
競
争
を
防
止
す
る
よ
り
効
果
的
な
措
置
を
国
際
社
会
が
と
る
べ
き
で

あ
る
こ
と
を
協
調
し
（
三
項
）、
特
に
宇
宙
利
用
能
力
の
高
い
国
に
対
し
、
宇
宙
空
間
の
平
和
利
用
と
い
う
目
的
の
た
め
の
活
発
な
貢
献

を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
宇
宙
空
間
に
お
け
る
軍
備
競
争
を
防
止
す
る
対
策
を
直
ち
に
と
る
こ
と
を
呼
び
か
け
（
四
項
）、
Ｃ
Ｄ
に
対

し
て
優
先
課
題
と
し
て
宇
宙
空
間
に
お
け
る
軍
備
競
争
の
防
止
を
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
（
五
項
）、
更
に
Ｃ
Ｄ
に
一
九
八
三
年
会
期
か

ら
宇
宙
空
間
に
お
け
る
軍
備
競
争
を
防
止
す
る
合
意
の
締
結
に
向
け
た
交
渉
を
見
据
え
た
ア
ド
ホ
ッ
ク
の
作
業
部
会
を
設
置
す
る
よ
う
求

め
（
六
項
）、
そ
の
報
告
を
第
三
八
回
国
連
総
会
で
行
う
よ
う
求
め
た
（
七
項
）。
本
決
議
に
は
米
国
が
唯
一
反
対
し
た
。

　
そ
の
直
後
の
一
九
八
二
年
一
二
月
一
三
日
に
は
「
宇
宙
空
間
に
お
け
る
軍
備
競
争
の
防
止
及
び
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
禁
止
」
と
題
さ

れ
た
国
連
総
会
決
議
が
採
択
さ
れ
）
52
（

た
。
本
決
議
で
は
一
二
月
九
日
の
決
議
の
内
容
に
加
え
、
優
先
事
項
と
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の

禁
止
の
た
め
の
効
果
的
で
検
証
可
能
な
合
意
に
向
け
た
交
渉
を
Ｃ
Ｄ
に
求
め
、
そ
の
た
め
の
作
業
部
会
の
設
置
も
要
請
し
た
。

　
一
九
八
四
年
一
二
月
一
二
日
に
は
、
国
連
総
会
に
お
い
て
、
再
び
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
決
議
が
採
択
さ
れ
）
53
（

た
。
従
来
の
宇
宙
空
間
に
お
け
る
軍

備
競
争
防
止
の
内
容
に
加
え
、
八
項
に
お
い
て
Ｃ
Ｄ
に
対
し
、
一
九
八
五
年
会
期
の
初
頭
に
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
の
合
意
締
結
に
向
け
た
ア
ド
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ホ
ッ
ク
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
更
に
九
項
で
は
ソ
連
と
米
国
に
対
し
て
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
の
た
め
に
直
ち
に
建
設
的
な
二

国
間
交
渉
に
入
る
こ
と
を
強
く
要
求
（urge

）
し
、
そ
の
進
捗
を
定
期
的
に
Ｃ
Ｄ
に
報
告
す
る
よ
う
求
め
る
と
い
う
異
色
な
も
の
と
な
っ

た
。
こ
の
決
議
に
よ
り
、
翌
年
の
一
九
八
五
年
か
ら
Ｃ
Ｄ
の
下
に
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な

お
、
国
連
総
会
で
は
本
決
議
以
降
、
一
九
九
七
年
会
期
前
ま
で
毎
年
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
の
設
置
を
要
請
す
る
決
議
を
採
択

し
）
54
（

た
。

　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
で
は
、
以
下
に
挙
げ
る
三
つ
の
任
務
が
掲
げ
ら
れ
て
い
）
55
（
た
。

一
．
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
に
関
す
る
問
題
の
検
証
と
検
討
。

二
．
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
に
関
す
る
既
存
の
合
意
の
検
証
と
検
討
。

三
．
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
に
関
す
る
既
存
の
提
案
と
将
来
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
つ
い
て
の
検
証
と
検
討
。

し
か
し
、
毎
年
の
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
設
置
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
具
体
的
な
条
約
作
成
の
交
渉
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
実
質
的
な

成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
以
下
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
、
そ
し
て
委
員
会
設
置
期
間
後
の
Ｃ
Ｄ
に
お
け
る
主

要
な
議
論
の
展
開
を
、
一
九
八
八
年
・
一
九
八
九
年
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
・
ペ
ル
ー
提
案
の
条
約
案
と
二
〇
〇
一
年
以
降
の
中
ロ
に
よ
る
条
約

案
を
中
心
に
検
討
す
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
の
議
論
の
中
で
提
案
さ
れ
た
条
約
案
に
は
、
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
る
も
の
と
、
個
別
的
ア
プ
ロ
ー

チ
を
採
る
も
の
が
あ
っ
た
。
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
っ
て
い
た
条
約
案
の
例
と
し
て
、
一
九
八
三
年
の
ソ
連
案
（
前
述
）
と
一
九
八
八

年
・
一
九
八
九
年
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
・
ペ
ル
ー
案
が
あ
る
。

　
条
約
案
の
提
出
に
先
立
ち
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
一
九
八
六
年
、
委
員
会
に
「
宇
宙
攻
撃
兵
器
（Space Strike W

eapons

）」
の
議
論
に
必
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須
な
要
素
の
定
義
を
定
め
る
案
を
提
出
し
）
56
（
た
。
本
案
で
は
「
宇
宙
攻
撃
兵
器
」
で
あ
る
か
を
定
め
る
要
素
及
び
用
語
を
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ

に
定
義
を
設
け
た
。
例
え
ば
、「
性
質
（nature

）」
に
つ
い
て
、「
攻
撃
及
び
防
御
目
的
」、「
配
置
場
所
」
に
つ
い
て
「
宇
宙
空
間
、
大
気

圏
内
、
水
中
、
地
上
」、「
攻
撃
対
象
の
場
所
」
に
つ
い
て
「
宇
宙
空
間
」、「
科
学
的
原
理
（principles

）（
兵
器
の
機
能
）」
に
つ
い
て
、

「
通
常
兵
器
に
よ
る
武
装
、
核
兵
器
に
よ
る
武
装
、
そ
の
た
大
量
破
壊
兵
器
に
よ
る
武
装
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
レ
ー
ザ
ー
、
電
磁
波
等
」、
そ

し
て
「
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
」
に
つ
い
て
「
も
っ
ぱ
ら
宇
宙
空
間
に
あ
る
目
標
物
を
破
壊
ま
た
は
損
壊
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
兵
器
」
と

い
っ
た
よ
う
に
定
義
し
て
い
）
57
（
る
。
本
案
で
は
、「
配
置
場
所
」
に
地
上
を
含
め
た
こ
と
で
、
地
上
配
備
型
の
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
と
軌
道
上
の

目
標
近
く
で
自
爆
す
る
キ
ラ
ー
衛
星
型
の
両
方
を
含
め
て
い
る
点
、
す
な
わ
ち
「
宇
宙
か
ら
宇
宙
」
と
「
地
上
（
大
気
圏
中
、
水
中
も
含

む
）
か
ら
宇
宙
」
の
攻
撃
態
様
を
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
と
定
義
付
け
て
い
る
点
が
特
色
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
二
年
後
の
一
九
八
八
年
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
前
述
の
宇
宙
兵
器
の
定
義
案
の
改
正
版
を
含
ん
だ
宇
宙
条
約
四
条
の
改
正
案
を
提
出
し
た
。

本
案
で
は
、
宇
宙
条
約
四
条
で
軌
道
上
へ
の
配
置
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
大
量
破
壊
兵
器
」
に
、「
あ
ら
ゆ
る
宇
宙
兵
器
ま
た
は
そ
の
よ

う
な
兵
器
の
シ
ス
テ
ム
」
を
追
加
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
加
え
て
、
新
条
項
と
し
て
、
締
約
国
は
宇
宙
兵
器
の
開
発
、
生
産
、
保
有
、

使
用
を
行
わ
な
い
と
す
る
文
言
を
挿
入
す
る
こ
と
と
し
）
58
（
た
。
こ
の
場
合
、「
宇
宙
兵
器
」
の
定
義
が
問
題
と
な
る
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
条
約

案
中
で
、
宇
宙
兵
器
の
定
義
を
、
宇
宙
か
ら
宇
宙
も
し
く
は
地
上
へ
の
攻
撃
能
力
、
ま
た
は
地
上
か
ら
宇
宙
へ
の
攻
撃
能
力
を
有
す
る
も

の
、
と
定
義
し
、
そ
の
構
成
部
分
や
装
置
の
シ
ス
テ
ム
も
宇
宙
兵
器
に
含
め
）
59
（

た
。

　
本
案
の
特
徴
と
し
て
は
、
以
下
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
点
目
は
、
前
回
の
定
義
案
に
は
な
か
っ
た
「
宇
宙
か
ら
地
上
」
へ
の
攻
撃

態
様
も
含
ま
れ
た
点
で
あ
る
。
二
点
目
は
、「
宇
宙
兵
器
」
の
定
義
を
兵
器
本
体
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
構
成
部
品
（
シ
ス
テ
ム
を
含
む
）
ま

で
広
げ
た
こ
と
、
そ
し
て
三
点
目
に
「（
攻
撃
す
る
）
能
力
を
有
す
る
」
こ
と
が
定
義
文
中
に
含
ま
れ
た
た
め
、
本
案
の
対
象
が
、
必
ず

し
も
宇
宙
兵
器
と
し
て
設
計
さ
れ
た
装
置
に
限
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
ペ
ル
ー
は
上
記
に
加
え
、
宇
宙
空
間
配
置
型
で
な
い
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
生
産
・
保
有
・
展
開
を
も
禁
止
す
る
べ
き
と
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し
て
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
案
よ
り
も
広
い
包
括
的
な
禁
止
案
を
提
案
し
）
60
（
た
。

　
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
案
を
採
る
際
に
は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
案
に
強
く
表
れ
て
い
た
よ
う
に
、
禁
止
す
る
対
象
の
定
義
を
定
め
る
こ
と
が
必

須
と
な
る
。
し
か
し
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
や
ペ
ル
ー
の
案
に
は
、
米
国
が
一
九
八
三
年
に
掲
げ
た
戦
略
防
衛
構
想
（Strategic D

efense 

Initiative: S
）
61
（D

I
）
に
係
る
、
地
上
配
備
型
及
び
宇
宙
配
備
型
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
Ｂ
Ｍ
Ｄ
）
シ
ス
テ
ム
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

を
嫌
う
米
国
の
反
対
も
あ
り
、
宇
宙
兵
器
を
定
義
し
た
上
で
包
括
的
に
規
制
す
る
と
い
う
試
み
が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
す
る
こ
と
は
な

か
っ
）
62
（
た
。

　
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
宇
宙
兵
器
の
規
制
が
不
調
に
終
わ
る
と
、
個
別
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
試
み
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

例
え
ば
、
ソ
連
は
一
九
八
九
年
に
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
シ
ス
テ
ム
の
禁
止
条
約
に
つ
い
て
、
主
導
権
を
示
す
よ
う
に
な
）
63
（
る
。
そ
の
中
で
は
、
Ａ

Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
の
開
発
停
止
、
宇
宙
空
間
に
お
け
る
い
か
な
る
新
規
の
兵
器
シ
ス
テ
ム
の
導
入
も
禁
止
す
る
と
い
う
提
案
を
し
た
。
い
く
つ

か
の
国
が
賛
同
す
る
中
で
、
例
え
ば
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
に
関
す
る
条
約
は
、
そ
の
開
発
、
実
験
、
配
備
、
そ
し
て
地
上
、

大
気
圏
注
、
宇
宙
空
間
に
お
け
る
使
用
ま
で
を
も
網
羅
し
、
か
つ
そ
の
破
壊
を
も
含
む
内
容
に
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
ソ
連
案
に
懸
念

を
表
明
し
）
64
（
た
。

　
イ
ン
ド
は
、
当
時
ソ
連
と
米
国
の
間
で
黙
示
的
に
成
立
し
て
い
た
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
禁
止
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
発
展
さ
せ
、
拘
束
力
の
あ

る
規
範
と
し
て
既
存
の
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
シ
ス
テ
ム
の
解
体
と
新
規
生
産
の
禁
止
す
る
多
国
間
協
定
の
提
案
を
行
っ
）
65
（
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

イ
ン
ド
の
主
張
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、
Ａ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
専
用
の
兵
器
で
は
な
い
も
の
の
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
と
し
て

も
使
用
で
き
る
種
類
の
兵
器
を
も
規
制
す
る
べ
き
と
し
て
い
た
点
だ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
個
別
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
も
、
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
同
じ
く
、
規
制
す
る
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
の
定
義
を
定
め
る
上

で
様
々
な
見
解
が
述
べ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
機
能
を
有
す
る
宇
宙
物
体
が
宇
宙
空
間
に
お
け
る
軍
事
活
動
の
み
な
ら
ず
、
安
全

保
障
の
維
持
に
も
使
わ
れ
得
る
と
い
う
汎
用
性
に
よ
る
も
の
が
大
き
か
っ
）
66
（
た
。
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そ
の
後
一
九
九
四
年
会
期
を
最
後
に
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
は
設
置
さ
れ
な
く
な
り
、
結
果
と
し
て
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
と

し
て
は
、
た
だ
一
つ
の
実
質
的
な
合
意
に
も
達
す
る
こ
と
な
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
当
時
、
Ｃ
Ｄ
で
は
兵
器
用
核
分
裂

性
物
質
生
産
禁
止
条
約
（Fissile M

aterial Cut-off Treaty: FM
CT

）
の
交
渉
が
行
わ
れ
て
お
り
、
Ｆ
Ｍ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
と
Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｏ
Ｓ
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
の
設
置
を
セ
ッ
ト
に
し
て
行
お
う
と
す
る
中
ロ
と
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
に
お
け
る
Ａ
Ｂ
Ｍ
戦
略
の
規
制
を
嫌
が
る

米
国
と
の
対
立
が
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
の
設
置
が
不
可
能
に
な
っ
た
主
因
と
言
わ
れ
て
い
）
67
（

る
。

　
中
国
は
二
〇
〇
一
年
に
「
宇
宙
空
間
の
兵
器
化
（w

eaponization

）
防
止
に
関
す
る
条
約
）
68
（
案
」
を
Ｃ
Ｄ
に
提
出
し
た
。
本
案
の
特
徴
は
、

「
宇
宙
空
間
」、「
兵
器
」、「
兵
器
シ
ス
テ
ム
」、「
兵
器
シ
ス
テ
ム
の
構
成
要
素
」
を
そ
れ
ぞ
れ
定
義
し
た
（
四
条
）
上
で
、
通
常
兵
器
を

含
め
た
い
か
な
る
兵
器
を
宇
宙
空
間
に
配
備
せ
ず
、
軌
道
上
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
い
か
な
る
物
体
も
、
戦
闘
行
動
に
直
接
に
参
加
す
る
形

で
使
用
し
な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
（
三
条
）
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
に
お
い
て
は
、
軍
事
衛
星
の
利
用
を
も
認
め
な
い
、
い
わ
ゆ
る

宇
宙
の
非
軍
事
化
（de-m

ilitarization
）
を
主
張
し
て
き
た
中
国
が
、
本
案
で
は
六
条
に
お
い
て
「
本
文
書
で
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
軍
事

利
用
」
を
妨
げ
な
い
旨
の
規
定
を
置
い
て
い
る
。
中
国
が
、
宇
宙
空
間
の
非
軍
事
化
を
目
指
す
条
約
案
と
し
て
本
案
を
提
出
し
た
と
い
う

見
解
も
あ
る
）
69
（
が
、
六
条
の
規
定
を
踏
ま
え
る
と
、
中
国
が
宇
宙
の
軍
事
利
用
（
＝m

ilitarization

）
を
禁
止
す
る
立
場
か
ら
、
宇
宙
空
間

へ
の
攻
撃
能
力
を
持
つ
宇
宙
物
体
の
配
置
（
＝w

eaponization

）
の
禁
止
へ
と
本
案
を
通
じ
て
立
場
を
転
換
し
）
70
（
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
中
国
は
そ
の
後
二
〇
〇
二
年
に
、
ロ
シ
ア
と
共
同
で
「
宇
宙
空
間
へ
の
兵
器
配
備
お
よ
び
宇
宙
空
間
物
体
に
対
す
る
武
力
に
よ
る
威
嚇

ま
た
は
武
力
の
行
使
防
止
に
関
す
る
将
来
の
国
際
協
定
の
た
め
の
要
）
71
（
素
」
と
い
う
作
業
文
書
を
提
出
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
二
〇
〇
八

年
に
中
ロ
共
同
で
「
宇
宙
空
間
に
お
け
る
兵
器
の
配
置
お
よ
び
武
力
に
よ
る
威
嚇
ま
た
は
武
力
の
行
使
の
防
止
に
関
す
る
条
約
」（Treaty 

on Prevention of the Placem
ent of W

eapons in O
uter Space and of the Threat or U

se of Force against O
uter Space O

bjects: PPW
T

）

案
を
Ｃ
Ｄ
に
提
出
し
）
72
（

た
。
Ｐ
Ｐ
Ｗ
Ｔ
は
一
条
に
お
い
て
、「
宇
宙
空
間
」、「
宇
宙
空
間
物
体
（outer space objects

）」、「
宇
宙
空
間
兵
器
」、

「
配
置
さ
れ
る
」、「『
武
力
の
行
使
』
ま
た
は
『
武
力
に
よ
る
威
嚇
』」
の
定
義
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
と
の
関
係
に
着
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目
す
る
と
、「
配
置
さ
れ
る
」
の
定
義
は
、
当
該
兵
器
が
地
球
の
軌
道
を
少
な
く
と
も
一
周
す
る
場
合
、
軌
道
を
離
れ
る
前
に
軌
道
の
一

部
を
移
動
す
る
場
合
、
ま
た
は
宇
宙
空
間
に
お
け
る
い
ず
れ
か
の
場
所
に
恒
常
的
に
置
か
れ
る
場
合
と
さ
れ
て
い
る
（
一
条
⒟
）。
ま
た
、

「『
武
力
の
行
使
』
ま
た
は
『
武
力
に
よ
る
威
嚇
』」
は
「
宇
宙
空
間
物
体
」
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
敵
対
的
行
為
を
い
い
、
特
に
「
宇
宙
空

間
物
体
」
を
破
壊
し
、
損
害
を
与
え
、
そ
の
通
常
の
機
能
に
対
し
一
時
的
ま
た
は
永
続
的
な
妨
害
を
加
え
る
こ
と
、「
宇
宙
空
間
物
体
」

の
軌
道
要
素
を
意
図
的
に
変
更
す
る
こ
と
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
行
為
を
す
る
と
威
嚇
す
る
こ
と
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
る
（
一
条
⒠
）。

従
っ
て
、
一
時
的
に
宇
宙
空
間
（
Ｐ
Ｐ
Ｗ
Ｔ
で
は
海
抜
一
〇
〇
㎞
を
超
え
る
空
間
と
定
義
：
一
条
⒜
）
を
通
過
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
は
Ｐ
Ｐ
Ｗ

Ｔ
で
は
禁
止
さ
れ
な
い
が
、
他
国
の
衛
星
に
対
す
る
ジ
ャ
ミ
ン
グ
や
目
く
ら
ま
し
の
よ
う
な
行
為
は
禁
止
さ
れ
得
）
73
（

る
。
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
そ

の
も
の
や
、
Ａ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
を
宇
宙
空
間
に
常
時
配
備
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
が
、
地
上
に
お
い
て
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
を
開
発
、
実
験
、

製
造
、
保
有
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
上
、
自
国
の
衛
星
に
対
し
地
上
か
ら
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
に
よ
る
破
壊
を
す
る
こ
と
は
「
武
力

の
行
使
」
に
当
た
ら
な
い
た
め
、
二
〇
〇
七
年
の
中
国
に
よ
る
実
験
は
Ｐ
Ｐ
Ｗ
Ｔ
に
よ
っ
て
も
規
制
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
五
条
に
お
い
て
、

「
こ
の
条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
、
条
約
締
約
国
に
よ
る
国
連
憲
章
五
一
条
に
基
づ
く
自
衛
権
の
行
使
を
妨
げ
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
自
衛
権
の
行
使
と
し
て
宇
宙
空
間
に
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
を
配
備
し
た
り
、
他
国
の
衛
星
に
対
す
る
攻
撃
を
し

た
り
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
）
74
（

る
。

　
以
上
、
Ｃ
Ｄ
及
び
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
に
お
い
て
の
宇
宙
軍
備
管
理
に
関
す
る
議
論
を
概
観
し
て
き
た
。
初
め
て
Ｃ
Ｄ
に

お
い
て
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
が
議
題
と
な
っ
て
か
ら
三
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
が
、
未
だ
に
宇
宙
条
約
を
超
え
る
軍
備
管
理
条
約
の
合
意
形
成
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
の
議
論
の
過
程
で
は
、
確
か
に
「
非
侵
略
」
の
範
囲
で
の
軍
事
利
用
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
宇
宙
空
間
利
用
を
め

ぐ
る
状
況
を
打
開
す
る
べ
く
、「
宇
宙
兵
器
」
を
包
括
的
に
禁
止
す
る
試
み
や
、
当
時
か
ら
懸
念
さ
れ
て
い
た
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
を
、
禁
止

さ
れ
る
兵
器
に
含
め
よ
う
と
す
る
試
み
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
大
き
く
二
つ
の
要
因
が
作
用
し
、
Ｃ
Ｄ

に
お
い
て
の
ハ
ー
ド
ロ
ー
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
に
至
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
結
論
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
一
つ
は
、
包
括
的
・
個
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別
的
い
ず
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
宇
宙
兵
器
規
制
も
、
そ
の
定
義
付
け
が
大
き
な
阻
害
要
因
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
と
関
連
し
て
、

も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
高
い
宇
宙
利
用
能
力
を
有
す
る
米
国
と
ロ
シ
ア
（
ソ
連
）、
そ
し
て
近
年
で
は
中
国
も
加
わ
り
、
各
国
の
意

図
に
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宇
宙
兵
器
の
定
義
に
つ
き
、
Ａ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
を
含
め
た
く
な
い
米
国
と
、
そ
れ
を
妨
害
し
た

い
中
ロ
の
意
図
が
如
実
に
表
れ
て
き
た
の
が
、
Ｃ
Ｄ
に
お
け
る
ハ
ー
ド
ロ
ー
作
成
の
挫
折
に
つ
な
が
っ
て
き
た
と
い
え
）
75
（
る
。
そ
れ
は
、
Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
の
設
置
が
一
九
九
五
年
以
降
、
Ｆ
Ｍ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
の
設
置
交
渉
に
お
け
る
米
国
と
中
ロ
の
リ

ン
ケ
ー
ジ
論
の
展
開
に
よ
り
実
現
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
も
表
れ
て
い
）
76
（
る
。

　
今
後
も
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
の
条
約
作
成
交
渉
に
つ
い
て
、
各
国
の
意
見
が
ま
と
ま
る
可
能
性
は
低
く
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
よ
る
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器

の
規
制
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
結
論
付
け
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
Ｃ
Ｄ
、
そ
し
て
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
で
も
そ
の
潮
流

の
影
響
を
受
け
、
後
半
に
か
け
て
は
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
条
約
交
渉
か
ら
、
信
頼
醸
成
措
置
の
形
成
に
向
け
て
議
論
が
転
換
す
る
よ
う
に
な
）
77
（

る
。

次
章
で
は
、
Ｃ
Ｄ
に
お
け
る
信
頼
醸
成
措
置
の
議
論
、
そ
し
て
近
年
、
存
在
感
を
高
め
て
い
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
議
論
を
概
観
し
、
ハ
ー
ド

ロ
ー
に
よ
ら
な
い
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
規
制
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

四
　
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
よ
る
規
制
ア
プ
ロ
ー
チ

㈠
　
軍
縮
条
約
か
ら
信
頼
醸
成
措
置
へ

　
Ｃ
Ｄ
に
お
い
て
は
、
当
初
こ
そ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
に
つ
い
て
の
協
定
な
い
し
条
約
締
結
の
た
め
の
提
案
や
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
前

章
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、
徐
々
に
信
頼
醸
成
措
置
（Confidence-Building M

easures: CBM

）
の
議
論
が
存
在
感
を
高
め
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
信
頼
醸
成
措
置
の
目
的
は
、
宇
宙
活
動
の
透
明
性
の
拡
大
と
予
見
可
能
性
の
向
上
に
よ
る
、
国
家
間
の
誤
解
や
不
信
の
軽
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減
に
あ
）
78
（
る
。
例
え
ば
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
四
日
の
第
四
五
回
国
連
総
会
決
議
で
は
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
に
つ
い
て
、
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
の

設
置
や
、
米
ソ
間
の
二
国
間
交
渉
を
促
す
従
来
の
内
容
に
加
え
、
信
頼
醸
成
に
つ
い
て
の
記
述
が
加
わ
っ
）
79
（

た
。

　
本
稿
で
は
、
Ｃ
Ｄ
及
び
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
で
の
具
体
的
な
信
頼
醸
成
措
置
の
議
論
の
う
ち
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
の
規
制
に

特
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
、
衛
星
監
視
機
関
の
設
立
、
打
上
げ
前
の
現
地
査
察
、
兵
器
使
用
に
関
す
る
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
構
築
に
つ
い

て
触
れ
る
。

　
衛
星
監
視
機
関
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
フ
ラ
ン
ス
が
国
際
衛
星
監
視
機
関
（International Satellite M

onitoring Agency: 

ISM
A

）
の
設
立
を
提
唱
し
た
こ
と
に
始
ま
）
80
（

る
。
締
約
国
間
の
軍
縮
協
定
の
履
行
状
況
、
及
び
国
際
紛
争
の
勃
発
な
ど
に
お
け
る
事
実
関

係
を
把
握
す
る
た
め
に
衛
星
を
活
用
す
る
こ
と
が
趣
旨
で
、
宇
宙
か
ら
地
上
の
監
視
を
行
う
。
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ａ
の
設
立
案
に
は
、
締
約
国
間
、

ま
た
は
締
約
国
と
機
関
間
の
仲
裁
規
定
も
含
ま
れ
て
い
た
。
カ
ナ
ダ
は
一
九
八
六
年
に
Ｐ
Ａ
Ｘ
Ｓ
Ａ
Ｔ
と
呼
ば
れ
る
衛
星
の
計
画
を
提
唱

し
）
81
（
た
。
本
計
画
に
は
Ｐ
Ａ
Ｘ
Ｓ
Ａ
Ｔ
　
Ａ
と
Ｐ
Ａ
Ｘ
Ｓ
Ａ
Ｔ
　
Ｂ
と
呼
ば
れ
る
案
が
あ
る
。
前
者
は
宇
宙
か
ら
宇
宙
を
監
視
す
る
計
画
で
、

後
者
は
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ａ
同
様
、
宇
宙
か
ら
地
上
を
監
視
す
る
計
画
で
あ
る
。
特
に
Ｐ
Ａ
Ｘ
Ｓ
Ａ
Ｔ
　
Ａ
に
は
、
軌
道
上
の
宇
宙
物
体
が
宇
宙
兵

器
で
あ
る
、
も
し
く
は
宇
宙
兵
器
た
る
能
力
を
有
し
て
い
る
か
を
正
確
に
検
証
す
る
衛
星
を
打
上
げ
る
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
、

Ｃ
Ｄ
に
お
い
て
も
Ｐ
Ａ
Ｘ
Ｓ
Ａ
Ｔ
　
Ａ
の
方
が
重
点
的
に
議
論
さ
れ
）
82
（
た
。
カ
ナ
ダ
は
こ
の
Ｐ
Ａ
Ｘ
Ｓ
Ａ
Ｔ
計
画
に
は
特
に
熱
心
で
あ
り
、

二
〇
〇
六
年
に
も
Ｃ
Ｄ
に
お
い
て
同
様
の
提
案
を
行
っ
て
い
）
83
（

る
。

　
打
上
げ
前
の
地
上
に
お
け
る
査
察
に
関
し
て
は
、
ソ
連
が
一
九
八
八
年
に
行
っ
た
国
際
宇
宙
監
視
団
（International Space 

Inspectorate: ISI

）
の
設
立
提
案
が
あ
）
84
（

る
。
こ
れ
は
、
宇
宙
空
間
に
は
い
か
な
る
兵
器
も
展
開
さ
せ
な
い
と
い
う
前
提
概
念
の
も
と
で
提

唱
さ
れ
た
案
で
あ
る
。
Ｉ
Ｓ
Ｉ
は
宇
宙
物
体
の
打
上
げ
前
に
査
察
を
行
い
、
地
上
、
大
気
中
、
宇
宙
空
間
と
い
っ
た
配
備
場
所
に
関
わ
ら

ず
、
兵
器
シ
ス
テ
ム
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
精
査
す
る
と
し
て
い
た
。

　
兵
器
使
用
に
関
す
る
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
構
築
に
は
、
例
え
ば
Ａ
Ｂ
Ｍ
条
約
補
完
の
た
め
の
暫
定
、
ま
た
は
部
分
的
な
合
意
に
達
す
る
た
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め
の
交
渉
や
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
の
開
発
、
実
験
、
展
開
を
し
な
い
と
い
う
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
宣
言
等
が
挙
げ
ら
れ
）
85
（
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の

議
論
は
、
衛
星
の
衝
突
回
避
原
則
や
行
動
規
範
と
い
っ
た
議
論
に
発
展
し
て
い
く
。

　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
が
失
敗
し
た
後
も
、
国
連
全
体
で
は
信
頼
醸
成
措
置
の
議
論
は
続
け
ら
れ
て
お
り
、
特
に
二
一
世
紀

に
入
っ
て
か
ら
は
、
透
明
性
・
信
頼
醸
成
措
置
（Transparency and Confidence-Building M

easures: TCBM

）
と
し
て
い
く
つ
か
の
文
書

が
作
成
さ
れ
）
86
（

た
。
そ
の
中
で
も
本
稿
で
は
、
二
〇
〇
二
年
に
国
際
機
関
間
デ
ブ
リ
調
整
委
員
会
（Inter-Agency Space D

ebris 

Coordination Com
m
ittee: IAD

C

）
が
起
草
し
、
二
〇
〇
七
年
に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
科
学
技
術
小
委
員
会
及
び
そ
の
後
の
国
連
総
会
決
議
で

採
択
さ
れ
た
デ
ブ
リ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
二
〇
〇
七
年
に
Ｅ
Ｕ
主
導
で
計
画
が
始
ま
っ
たCode of Conduct

に
端
を
発
す
る
国
際
行
動
規

範
、
二
〇
〇
八
年
以
降
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
科
学
技
術
小
委
員
会
で
検
討
さ
れ
た
長
期
持
続
性
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
二
〇
一
三
年
の
Ｇ
Ｇ
Ｅ
報
告

書
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
て
い
く
。

㈡
　
デ
ブ
リ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
デ
ブ
リ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
二
〇
〇
二
年
の
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｃ
デ
ブ
リ
ガ
イ
ド
ラ
イ
）
87
（
ン
と
内
容
的
な
整
合
性
を
持
つ
も
の
で
あ

る
。
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
に
国
連
総
会
決
議
で
採
択
さ
れ
）
88
（

た
。
ス
ペ
ー
ス
デ
ブ
リ
の
低
減
を
主
目
的
と
し
て
起
草

さ
れ
た
、
七
項
目
か
ら
な
る
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
だ
が
、
特
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
四
は
、「
意
図
的
な
破
壊
及
び
他
の
有
害
な
活
動
を
避
け
る

こ
と
」
と
し
、
軌
道
上
の
宇
宙
機
及
び
打
上
げ
機
の
意
図
的
な
破
壊
及
び
、
長
期
間
存
在
す
る
よ
う
な
デ
ブ
リ
を
生
成
す
る
有
害
な
活
動

は
避
け
る
べ
き
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
意
図
的
な
破
壊
が
必
要
な
場
合
に
は
、
生
じ
る
破
片
の
残
存
期
間
を
短
く
す
る
た
め
に
、
十
分
に

低
い
高
度
で
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
二
〇
〇
七
年
の
中
国
に
よ
る
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
実
験
の
よ
う
に
、
デ
ブ
リ
を
発
生
さ
せ
る
よ
う
な
活
動
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
デ
ブ
リ
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
本
項
目
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
加
盟
国
と
国
際
機
関
に
対
し
、
任
意
の
国
内
手
段
に
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よ
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
履
行
を
促
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
い
う
性
質
上
、
国
際
法
に
基
づ
く
法
的
拘
束
力
を
有
さ
な

い
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
文
言
の
み
で
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
を
完
全
に
規
制
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
）
89
（
う
。

㈢
　
国
際
行
動
規
範
と
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
Ｅ
Ｕ
は
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
よ
る
宇
宙
兵
器
規
制
が
困
難
で
あ
る
と
し
て
、
強
制
力
を
持
た
な
い
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
観
点
か
ら
の
規
範
作
り

を
模
索
し
た
。
二
〇
〇
七
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
Ｅ
Ｕ
を
代
表
し
て
国
連
総
会
第
一
委
員
会
に
お
い
て
、「
国
際
平
和
及
び
安
全
保
障
の
維

持
、
国
際
協
調
の
促
進
と
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
防
止
に
係
る
、
宇
宙
空
間
Ｔ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
に
つ
い
て
の
具
体
的
提
案
」
と
題
し
た
報
告
を
行
っ
）
90
（
た
。
報

告
で
は
、
国
家
に
よ
る
行
動
規
範
を
作
成
す
る
と
し
、
作
成
さ
れ
る
行
動
規
範
が
適
用
さ
れ
る
活
動
と
し
て
、
衝
突
及
び
故
意
の
爆
発
の

回
避
、
よ
り
安
全
な
交
通
管
理
の
慣
行
の
発
展
、
改
善
さ
れ
た
情
報
交
換
に
よ
る
保
証
の
提
供
、
透
明
性
及
び
通
知
措
置
、
よ
り
厳
格
な

ス
ペ
ー
ス
デ
ブ
リ
低
減
策
の
採
択
を
挙
げ
た
。
更
に
、
そ
の
よ
う
な
包
括
的
な
行
動
規
範
に
よ
っ
て
国
家
が
従
う
べ
き
慣
行
（best 

practice

）
と
し
て
、
八
つ
を
挙
げ
、
そ
の
一
つ
目
と
し
て
、
衛
星
ま
た
は
宇
宙
物
体
を
損
傷
ま
た
は
破
壊
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
、
直

接
的
ま
た
は
間
接
的
な
工
作
な
い
し
活
動
を
控
え
る
こ
と
、
ま
た
ス
ペ
ー
ス
デ
ブ
リ
を
所
持
さ
せ
る
よ
う
な
宇
宙
活
動
を
控
え
る
こ
と
、

が
示
さ
れ
）
91
（

た
。

　
こ
の
報
告
の
後
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
間
で
の
調
整
を
経
て
、
二
〇
〇
八
年
の
欧
州
閣
僚
理
事
会
に
て
「
宇
宙
活
動
に
関
す
る
国
際
行
動
規
範

案
」
が
採
択
さ
れ
）
92
（

た
。
こ
の
行
動
規
範
案
は
そ
の
後
Ｅ
Ｕ
内
に
お
い
て
数
度
改
訂
さ
れ
、
Ｅ
Ｕ
主
導
の
も
と
で
支
持
を
集
め
る
努
力
が
な

さ
れ
た
。
二
〇
一
二
年
以
降
は
国
際
行
動
規
範
（International Code of Conduct: IC

）
93
（O

C

）
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
の
枠
組
み
を
超
え
て
支
持
を

拡
大
さ
せ
、
規
範
を
成
立
さ
せ
る
努
力
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
に
お
い
て
、
宇
宙
空
間
の
安
全
保
障
、
特
に
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
を
規
制
す
る
項
目
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
第
二
章
の
四
条
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で
あ
る
。
四
条
一
項
で
は
、
加
盟
国
は
、
宇
宙
空
間
に
お
け
る
事
故
、
宇
宙
物
体
同
士
の
衝
突
の
リ
ス
ク
、
ま
た
は
他
国
に
よ
る
宇
宙
空

間
の
平
和
的
探
査
、
利
用
へ
の
い
か
な
る
有
害
な
干
渉
を
最
小
限
に
す
る
政
策
及
び
手
順
を
設
定
し
、
履
行
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
こ
と
、

と
し
て
い
る
。
二
項
で
は
、
安
全
上
の
、
特
に
生
命
身
体
に
危
険
が
あ
る
よ
う
な
事
由
が
あ
る
場
合
、
ス
ペ
ー
ス
デ
ブ
リ
の
発
生
を
低
減

す
る
た
め
の
場
合
、
個
別
ま
た
は
集
団
的
自
衛
権
を
含
む
国
連
憲
章
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
宇
宙
物
体
の
直
接
的
ま
た
は

間
接
的
な
損
傷
、
も
し
く
は
破
壊
に
つ
な
が
る
あ
ら
ゆ
る
行
動
を
控
え
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
四
条
に
よ
り
、
た
と
え
ば
二
〇
〇
七
年
に
中
国
が
行
っ
た
よ
う
な
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
を
用
い
た
衛
星
破
壊
の
実
験
は
行
え
な

い
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、
米
国
が
推
進
し
て
い
る
よ
う
な
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
Ｂ
Ｍ
Ｄ
）
シ
ス
テ
ム
は
本
条
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
に

な
る
の
で
、
許
容
さ
れ
）
94
（
る
。
宇
宙
活
動
の
自
由
を
規
制
す
る
規
範
に
は
一
貫
し
て
反
対
の
姿
勢
を
示
し
な
が
ら
も
、
宇
宙
空
間
の
規
範
作

り
に
は
賛
同
が
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
米
国
へ
の
配
慮
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

　
加
え
て
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
で
は
、
三
章
の
七
条
に
お
い
て
、
宇
宙
条
約
九
条
や
国
際
電
気
通
信
連
合
憲
章
五
六
条
の
協
議
制
度
を
侵
害
し
な
い

範
囲
で
、
情
報
交
換
や
通
報
な
ど
を
通
じ
て
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
の
協
議
制
度
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
七
条
一
項
で
、
加

盟
国
が
、
他
国
の
宇
宙
活
動
に
よ
り
影
響
を
受
け
、
そ
の
活
動
が
行
動
規
範
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、

協
議
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
協
議
に
は
、
当
事
者
以
外
に
も
影
響
を
受
け
る
恐
れ
の
あ
る
加
盟
国
で
あ
れ
ば

参
加
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
加
盟
国
同
士
は
、
国
際
法
に
沿
っ
て
多
国
間
で
容
認
可
能
な
解
決
策
の
協
議
を
行
う
。
七
条
二
項

で
は
、
加
盟
国
の
任
意
で
、
専
門
家
に
よ
る
事
故
調
査
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
宇
宙
条
約
九
条
で
協
議
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
効
性
を
疑
問
視
す
る
見
）
95
（

解
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
五
条
、
六
条

の
活
動
通
知
、
情
報
提
供
制
度
と
合
わ
せ
て
、
軍
備
管
理
や
軍
縮
条
約
の
紛
争
解
決
手
続
に
類
似
す
る
厳
格
な
協
議
・
紛
争
解
決
制
度
を

構
築
し
て
お
り
、
各
国
の
参
加
を
躊
躇
さ
せ
る
要
因
に
も
な
り
得
る
と
い
う
指
摘
も
あ
）
96
（

る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
第
一
章
の
三
条
二
項
に
は
、
加
盟
国
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
や
Ｃ
Ｄ
の
よ
う
な
国
際
的
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
宇
宙
運
用
の
安
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全
及
び
宇
宙
活
動
の
長
期
的
持
続
性
を
促
進
す
る
た
め
、
宇
宙
運
用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
を
推
進
す
る
旨
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｃ
実
施
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
も
と
も
と
国
連
外
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
の
主
導
で
始
ま
っ
た
議
論
で
あ
る
）
97
（

が
、
二
〇
一
〇
年
以

降
、「
宇
宙
活
動
の
長
期
的
持
続
性
」
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
科
学
技
術
小
委
員
会
で
議
論
さ
れ
て
き
た
。
本
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
、
同
時
期
に
Ｅ
Ｕ
が
提
案
し
た
行
動
規
範
の
実
施
細
則
（im
plem

entation guidelines

）
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
認
識

し
た
上
で
、
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
と
さ
れ
て
い
）
98
（

る
。
二
〇
一
六
年
に
は
、
科
学
技
術
小
委
員
会
に
お
い
て
、
提
案
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
一
部
（
一
二
項
目
）
が
「
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
し
て
採
択
さ
れ
）
99
（
た
。
当
初
認
識
さ
れ
て
き
た
技
術
的
側

面
に
着
目
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
い
う
位
置
付
）
100
（

け
に
留
ま
ら
ず
、
国
内
規
制
体
系
の
策
定
、
国
内
宇
宙
活
動
の
監
督
、
宇
宙
物
体
の
軌
道

デ
ー
タ
ス
ペ
ー
ス
デ
ブ
リ
、
宇
宙
天
気
デ
ー
タ
及
び
予
報
共
有
等
、
広
い
範
囲
の
行
動
指
針
を
定
め
て
い
る
。
国
内
の
非
政
府
団
体
の
監

督
義
務
は
宇
宙
条
約
六
条
に
お
い
て
も
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
三

に
お
い
て
、
詳
細
に
国
家
が
行
う
べ
き
監
督
指
針
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
枠
組
み
を
超
え
た
規
範
性
も

見
出
す
こ
と
が
で
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
及
び
、
現
在
継
続
議
論
中
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
併
せ
て
重
要
な
文
書
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。

㈣
　
Ｇ
Ｇ
Ｅ
報
告
書

　
二
〇
一
〇
年
の
国
連
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
宇
宙
空
間
の
Ｔ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
に
関
す
る
決
議
は
国
連
事
務
総
長
に
対
し
、
二
〇
一
二
年
よ

り
、
政
府
専
門
家
会
合
（G

roup of G
overnm

ental Experts: G
G
E

）
を
設
立
し
、
宇
宙
空
間
の
Ｔ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
に
関
す
る
研
究
報
告
を
行
う
よ

う
要
請
し
）
101
（

た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
一
三
年
、
研
究
報
告
が
Ｇ
Ｇ
Ｅ
報
告
書
と
し
て
国
連
総
会
に
提
出
さ
れ
）
102
（

た
。

　
Ｇ
Ｇ
Ｅ
報
告
書
中
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
宇
宙
活
動
の
透
明
性
向
上
の
た
め
の
施
策
と
し
て
は
、
一
、
宇
宙
政
策
に
関
す
る
情
報
交
換
、

二
、
宇
宙
活
動
に
関
す
る
情
報
交
換
及
び
通
知
、
三
、
リ
ス
ク
低
減
の
通
知
、
四
、
射
場
施
設
へ
の
訪
問
、
の
四
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
報
告
書
で
は
協
議
制
度
に
も
言
及
が
な
さ
れ
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
の
よ
う
な
厳
格
な
協
議
制
度
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
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誤
解
や
不
信
等
の
防
止
の
た
め
に
定
期
的
な
二
国
間
ま
た
は
多
国
間
の
協
議
を
推
奨
し
て
い
る
。
リ
ス
ク
低
減
の
通
知
の
節
で
は
、「
他

の
宇
宙
物
体
の
飛
行
の
安
全
を
脅
か
し
得
る
、
予
定
さ
れ
た
演
習
の
通
知
」
や
「
軌
道
上
に
お
け
る
意
図
的
な
破
壊
の
通
知
」
と
い
っ
た

内
容
も
含
ま
れ
て
お
り
、
特
に
後
者
で
は
、
い
か
な
る
軌
道
上
の
宇
宙
機
及
び
打
上
げ
機
の
意
図
的
な
破
壊
ま
た
は
、
そ
の
他
長
期
間
存

在
す
る
よ
う
な
デ
ブ
リ
を
生
成
す
る
有
害
な
活
動
は
避
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
そ
の
よ
う
な
意
図
的
な
破
壊
が
必
要
だ
と
判
断
さ

れ
た
場
合
は
、
当
事
国
は
他
の
影
響
を
受
け
る
国
に
対
し
通
知
を
行
い
、
そ
の
よ
う
な
意
図
的
な
破
壊
が
十
分
に
低
高
度
で
行
わ
れ
る
こ

と
を
保
証
す
る
た
め
の
方
法
を
も
通
知
す
る
べ
き
と
し
た
。
こ
の
部
分
は
前
述
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
デ
ブ
リ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
襲
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
興
味
深
い
点
は
、
本
Ｇ
Ｇ
Ｅ
報
告
書
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
Ｔ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
向
上
案
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
Ｃ
Ｄ
に
お
い

て
議
論
さ
れ
て
き
た
内
）
103
（
容
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
実
質
的
な
議
論
は
過
去
数
十
年
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
点
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
Ｔ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
の
具
体
的
履
行
の
た
め
の
行
動
指
針
を
文
書
の
形
で
ま
と
め
、
採
択
さ
れ
た
と
い
う
点
で
、
本
報
告
書

は
非
常
に
意
義
の
あ
る
文
書
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
Ｇ
Ｇ
Ｅ
報
告
書
は
任
意
で
は
あ
る
も
の
の
、
上
記
の
よ
う
な
透
明
性
向
上
案
の
、
各
国
及
び
国
際
機
関
に
よ
る
履
行
を
勧
告
し
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
、
二
〇
一
四
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
本
委
員
会
は
、
加
盟
国
に
対
し
、
報
告
書
の
勧
告
に
基
づ
い
た
各
国
の
実
施
状
況
や
見
解

の
報
告
を
求
め
）
104
（

た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
一
四
年
後
半
に
は
ド
イ
ツ
と
米
）
105
（

国
、
二
〇
一
五
年
に
は
イ
タ
リ
）
106
（

ア
、
ロ
シ
）
107
（

ア
か
ら
回
答
を
得
た
。

ま
た
、
二
〇
一
六
年
に
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
の
要
請
を
受
け
た
国
連
宇
宙
機
関
間
会
合
（U

N
-Space

）
が
Ｇ
Ｇ
Ｅ
報
告
書
の
履
行
状
況
及

び
、
そ
の
各
国
へ
の
履
行
支
援
の
方
法
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
ま
と
め
）
108
（

た
。
そ
の
中
で
は
、
情
報
交
換
制
度
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
通
知

制
度
の
活
用
や
、
国
連
軍
縮
部
（
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
）、
国
連
宇
宙
部
（
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｓ
Ａ
）
に
対
す
る
加
盟
国
か
ら
の
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（repository

）
の
設
立
要
請
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
他
に
も
打
上
げ
計
画
の
共
有
や
、
リ
ス
ク
低
減
通
知
、
射
場
へ
の
訪
問
と
い
っ
た
他

の
Ｇ
Ｇ
Ｅ
報
告
書
の
勧
告
項
目
に
つ
い
て
も
、
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｓ
Ａ
の
主
導
に
よ
る
幅
広
い
情
報
の
共
有
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
報

告
に
伴
い
、
二
〇
一
六
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
で
も
、
Ｇ
Ｇ
Ｅ
報
告
書
及
びU

N
-Space

の
報
告
書
を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
各
国
の
見
解
を
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求
め
、
翌
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
本
委
員
会
に
お
け
る
「
宇
宙
空
間
の
平
和
的
目
的
を
維
持
す
る
方
法
と
手
段
」
の
議
題
で
報
告
さ
れ
る
こ

と
で
合
意
し
た
と
し
）
109
（

た
。

　
以
上
、
国
連
に
お
い
て
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
四
つ
の
非
拘
束
文
書
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
条
約
に
よ
る
兵
器
規
制
が
困
難
で
あ

る
こ
と
が
各
国
で
共
有
さ
れ
た
二
一
世
紀
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
非
拘
束
文
書
は
、
今
後
も
宇
宙
空
間
の
秩
序
を
維
持
・
形
成
し
て
い

く
上
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
、
宇
宙
空
間
の
軍
備
管
理
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を

果
た
し
て
き
た
Ｃ
Ｂ
Ｍ
・
Ｔ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
は
、
二
一
世
紀
に
入
り
、
よ
う
や
く
規
範
と
し
て
成
立
に
向
け
た
動
き
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

次
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
ロ
ー
を
用
い
て
軍
備
管
理
を
促
進
し
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
の
規
制
に
結
び
つ
け
て
い
く
た
め
に
、
今
後
ど

の
よ
う
な
議
論
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
か
を
考
察
す
る
。

五
　
結
　
論

　
本
稿
で
は
、
二
〇
〇
七
年
の
中
国
に
よ
る
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
実
験
に
着
目
し
、
中
国
に
よ
る
既
存
の
宇
宙
秩
序
の
変
更
へ
の
挑
戦
に
対
す
る
問

題
意
識
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
の
規
制
を
達
成
し
得
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
き
た
。
視
点
を
広
げ
、
宇

宙
の
軍
備
管
理
と
い
う
問
題
を
振
り
返
る
と
、
冷
戦
と
い
う
時
代
構
造
が
存
在
し
た
こ
と
も
あ
り
、
様
々
な
軍
備
管
理
条
約
が
提
案
さ
れ

て
、
そ
し
て
挫
折
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
特
に
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
を
規
制
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
そ
の
定
義

を
決
定
す
る
と
い
う
前
提
段
階
に
お
い
て
、
各
国
、
特
に
西
側
諸
国
と
東
側
諸
国
の
意
図
の
違
い
が
主
要
因
と
な
り
、
成
功
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
よ
る
軍
備
管
理
の
検
討
を
進
め
て
い
く
上
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
特
に
Ｐ
Ｐ
Ｗ
Ｔ
案
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
宇

宙
空
間
に
お
け
る
軍
事
利
用
を
規
制
し
た
い
と
い
う
姿
勢
の
中
ロ
に
対
し
、
そ
れ
に
反
対
す
る
米
国
と
い
う
対
立
構
造
が
表
れ
て
い
る
こ
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と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
構
図
に
は
三
つ
の
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
点
目
に
、
米
国
が
ミ
サ
イ
ル
防
衛
政
策
の
推
進
と

い
う
国
家
政
策
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
規
制
さ
れ
る
可
能
性
を
有
す
る
、
宇
宙
空
間
の
包
括
的
な
軍
備
管
理
に
は
反
対
の
立
場
を

取
っ
て
き
た
こ
）
110
（
と
、
二
点
目
に
、
Ｐ
Ｐ
Ｗ
Ｔ
案
等
の
中
ロ
に
よ
る
提
案
に
は
、
そ
の
よ
う
な
米
国
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
政
策
、
特
に
宇
宙
配

備
型
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
を
封
じ
る
意
図
が
見
え
る
こ
）
111
（
と
、
三
点
目
に
、
中
国
は
Ｐ
Ｐ
Ｗ
Ｔ
等
の
提
案
を
行
い
つ
つ
も
、
自
国
で
Ａ

Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
の
開
発
を
進
め
て
お
り
、
実
験
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
三
点
目
に
つ
い
て
は
、
中
国
が
軍
備
管
理
条
約
の
提
案
を
通
じ
て

米
国
を
出
し
抜
き
、
米
国
の
軍
事
覇
権
に
挑
戦
し
よ
う
と
し
て
い
る
見
）
112
（
方
、
米
国
の
宇
宙
兵
器
配
備
に
対
す
る
防
衛
策
ま
た
は
バ
ー
ゲ
ニ

ン
グ
チ
ッ
プ
で
あ
る
と
す
る
見
）
113
（

方
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
よ
る
宇
宙
の
軍
備
管
理
は
、
定
義
の
難
し
さ
、
各
国
の
意
図
の
対
立
が
如
実
に
表
れ
る
と
い
う
難
点
に

よ
り
、
困
難
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
ら
ざ
る
を
得
ず
、
国
際
社
会
も
そ
の
よ
う
な
認
識
を
共
有
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
活

路
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
や
は
り
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
よ
る
規
範
形
成
で
あ
ろ
う
。

　
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
大
き
な
利
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
形
成
時
の
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
を
規
制
す

る
と
い
う
観
点
に
立
っ
た
場
合
の
、
そ
の
汎
用
性
の
高
さ
ゆ
え
の
定
義
の
難
し
さ
を
克
服
す
る
こ
と
が
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
特
定
の
兵

器
を
規
制
す
る
よ
り
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
の
一
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
宇
宙
活
動
に
適
用
す
る
、
と
い
う
行
動
に
着
目
し

た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
り
、
更
に
二
章
で
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
軌
道
上
に
お
け
る
デ
ブ
リ
の
長
期
的
な
存
在
を
防
ぐ
と
い
う
ア
プ

ロ
ー
チ
で
、
軌
道
上
の
宇
宙
物
体
の
意
図
的
な
破
壊
を
禁
ず
る
こ
と
が
で
き
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
ほ
う
が
、
汎
用
性
の
高
い
宇
宙
兵
器
を
規

制
す
る
上
で
は
有
利
だ
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
宇
宙
活
動
に
お
い
て
強
大
な
技
術
力
・
実
行
力
を
有
す
る
米
国
抜
き
で
規
範
を
形
成
す

る
こ
と
は
、
そ
の
規
範
自
体
を
形
骸
化
さ
せ
る
こ
と
と
同
義
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
米
国
の
賛
同
を
得
や
す
い
形
、
す
な
わ
ち
包
括
的
な

軍
備
管
理
条
約
と
い
う
形
態
を
避
け
る
こ
と
は
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
規
制
の
上
で
は
必
須
条
件
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
今
後
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
や
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
Ｇ
Ｇ
Ｅ
報
告
書
と
い
っ
た
非
拘
束
文
書
が
、
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Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
を
始
め
と
し
た
宇
宙
兵
器
を
規
制
す
る
規
範
を
形
成
し
て
い
く
際
に
、
改
善
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
条
件
は
、

よ
り
具
体
的
な
報
告
制
度
・
協
議
制
度
の
構
築
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
報
告
制
度
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、
軍
備
管
理
条
約
に
お
い
て
は
、
そ
の
履
行
状
況
を
確
認
す
る
た
め
の
検
証
手
段
が
必
要
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
に
し
た
。
三
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
冷
戦
下
で
は
米
ソ
間
に
お
い
て
、
軍
事
偵
察
衛
星
の
使
用
が
Ｎ
Ｔ
Ｍ
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
た
。
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
お
い
て
は
、
非
拘
束
文
書
で
あ
る
た
め
、
各
国
の
履
行
を
強
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
Ｇ

Ｇ
Ｅ
報
告
書
に
関
し
て
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
各
国
の
実
施
報
）
114
（
告
を
行
う
国
際
的
な
機
関
な
い
し
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
設
け
る
こ
と
で
、
加

盟
国
に
履
行
を
促
し
、
規
範
た
る
効
果
を
高
め
る
と
い
う
手
法
が
取
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
国
際
報
告
機
関
の
設
立
を
行
動
規
範
に

盛
り
込
み
、
そ
の
具
体
的
運
用
に
つ
い
て
、
各
国
に
定
期
的
な
報
告
を
促
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
し
て
定
立
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
す
で
に
、
多
様
な
情
報
共
有
を
行
う
こ
と

が
採
択
さ
れ
て
お
り
、
Ｇ
Ｇ
Ｅ
報
告
書
の
見
解
や
履
行
状
況
に
つ
い
て
、
数
か
国
の
回
答
が
得
ら
れ
た
実
）
115
（
績
を
鑑
み
れ
ば
、
十
分
合
意
可

能
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
は
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
し
て
は
厳
格
な
協
議
制
度
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
協
議
制
度
を
、
国
際
報
告
機
関
と
合

わ
せ
、
紛
争
解
決
の
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
創
設
を
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
多
く
の
軍
備
管
理
条
約
は
、
国
連

安
保
理
を
利
用
し
た
紛
争
解
決
策
を
規
定
す
）
116
（
る
。
宇
宙
活
動
全
般
を
適
用
範
囲
と
す
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
お
い
て
、
国
連
安
保
理
の
利
用
は

非
常
に
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
四
章
で
検
討
し
た
通
り
、
厳
格
な
紛
争
解
決
制
度
は
行
動
規
範
へ
の
参
加
を
躊
躇
さ
せ
る
要
因
に
も
な
り

得
る
。
し
か
し
、
協
議
機
関
を
履
行
報
告
と
同
じ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
よ
り
明
確
で
確
実
な
情
報
共
有
が
図
ら
れ
、
各
国

ご
と
に
具
体
的
な
履
行
状
況
が
異
な
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
係
る
紛
争
に
お
い
て
も
、
宇
宙
条
約
九
条
よ
り
も
具
体
的
な
協
議
制
度
の
確
立
も

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
適
切
な
解
決
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
国
際
報
告
・
協
議
機
関
の
創
設

を
盛
り
込
む
こ
と
で
、
現
在
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
非
拘
束
文
書
の
規
範
性
を
高
め
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
兵
器
の
規
制
、
更
に
は
宇
宙
兵
器
の
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拡
散
防
止
と
い
う
究
極
的
な
目
的
へ
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
二
一
世
紀
に
入
り
、
本
格
的
に
合
意
形
成
へ
の
動
き
が
始
ま
っ
た
ソ
フ
ト
ロ
ー
で
あ
る
が
、
規
範
を
形
成
す
る
と
い
う
段
階
へ
は
、
ま

だ
ま
だ
道
の
り
が
遠
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
実
際
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
に
関
し
て
は
二
〇
一
四
年
に
改
訂
が
行
わ
れ
て
以
来
、
具
体
的
進
展

が
見
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
も
、
発
案
当
初
の
進
捗
計
）
117
（
画
よ
り
も
コ
ン

セ
ン
サ
ス
の
形
成
が
大
幅
に
遅
れ
て
お
り
、
二
〇
一
六
年
に
採
択
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
ハ
ー
ド

ロ
ー
に
よ
る
軍
備
管
理
が
挫
折
し
た
今
日
の
状
況
に
お
い
て
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
が
安
全
保
障
を
含
む
宇
宙
秩
序
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
と
な

る
の
は
確
実
で
あ
り
、
今
後
も
注
視
が
必
要
な
分
野
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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